









に増加した。出現回数が 40 回以上の抽出語は，受講前 13 語，受講後 20 語
であった。階層的クラスター分析を行ったところ，受講前は４つ，受講後
は５つのクラスターに分類された。共起ネットワーク分析では，受講前は

































































　　　　　攻 2年次生 80 名















































診療援助方法論履修生 80 名中 78 名から研
究への同意が得られた。総抽出語数は，受講前




多く 373 語，次いで「ケア」297 語，「安全」201 語，
「看護師」74 語，「知識」61 語，「必要」61 語の
患者 373 看護 55 安全 201 患者 639 確認 87 安全 309
ケア 297 援助 46 必要 61 ケア 428 注射 79 必要 102
看護師 74 確認 34 大切 50 看護師 147 看護 72 大切 94
知識 61 関係 31 危険 41 技術 94 援助 46 危険 54
技術 57 理解 29 正確 22 知識 74 感染 45 重要 48
ベッド 46 説明 23 不安 18 環境 53 提供 43 不安 45
環境 40 感染 22 重要 15 自分 38 安心 41 清潔 41
状態 32 ミス 18 清潔 15 手技 33 治療 37 正確 33
自分 26 安心 18 適切 15 方法 30 説明 34 適切 18
医療 20 生活 20 可能 10 状態 29 操作 33 確実 13
身体 18 使用 16 様々 9 ベッド 27 注意 32 十分 13
自身 16 信頼 16 十分 5 事故 26 配慮 32 不潔 13
医療者 15 防止 16 大事 5 医療 25 行為 28 様々 13
コミュニケーション 15 観察 15 安楽 4 気持ち 22 理解 26 丁寧 11
方法 15 整備 15 確か 4 自身 21 整備 24 安楽 10
事故 14 提供 15 確実 4 プライバシー 20 生活 21 可能 10
手順 14 予防 15 楽 4 情報 19 関係 20 大事 9
手技 12 治療 13 健康 4 医療者 18 採血 20 確か 7
ケガ 11 転倒 13 個別 4 コミュニケーション 16 信頼 20 大変 7
気持ち 11 配慮 12 新た 3 精神 16 入院 20 健康 6
受講前（4月） 受講後（8月）
名詞 サ変名詞 形容動詞 名詞 サ変名詞 形容動詞


























Cluster 1 Cluster 2  Cluster 3 Cluster 4
ベッド 看護 安全 環境




Cluster 1 Cluster 2  Cluster 3 Cluster 4 Cluster 5
援助 必要 大切 危険 確認
感染 技術 看護師 提供 注射







最も多く 639 語，次いで「ケア」428 語，「安全」
309 語，「看護師」147 語，「必要」102 語，「技術」
94 語の順で多く使用されていた。
出現回数が 40 回以上の抽出語は，受講前 13





























































































































１．総抽出語数は，受講前 14,394 語，472 文，受
講後 25,763 語，762 文に増加していた。
２．出現回数が 40 回以上の抽出語は，受講前
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